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2024年度次世代放射線シンポジウム

開催目的
次世代を担う若手会員の会員数増大を目的に、次世代放射線シンポジウムの名称にて分科会会員向けの講演会を開催し、放
射線計測技術と応用に関する講演、学生ポスター発表会や食事会を通じて分科会会員同士の親睦が深まるようにすること。

開催内容
考古学に関連した放射線計測技術と応用に関する4件の講演、医学物理学会共催の市民公開講座、若手研究者によるイベン
ト、学生ポスター発表会などを2泊3日で企画し、発表いただいた研究内容について、次世代の分科会のあり方を含めて議論し
た。

開催結果(成果)
　本シンポジウムは、平成元年(1989)年に放射線分科会の「放射線夏の学校」として開始されて、それ以来途切れることなく、毎
年続いており今回で第36回となる。従来から、2泊3日の合宿形式として、放射線計測に関連する講義や、学生による発表、懇親
会を通じて、若手の学生・研究者と中堅・シニアの研究者との交流を深め、次世代の放射線分科会を担う人材を育成することを
目的としてきた。実際、今回は福岡の休暇村志賀島での開催となったが、同施設での開催は18年ぶり2回目であり、18年前の
2006年開催の際に学生として参加した学生が、今回の夏の学校では研究者となって運営の中心的な役割を果たしてくれたこと
はたいへん嬉しいことであった。また、ここ数年、コロナの影響で現地開催ができず、オンライン開催や、1泊2日のハイブリッド開
催などが続いたが、今回はひさしぷりに、完全な2泊3日の合宿形式が復活したことも喜ばしいことであった。
　はじめに、豊川幹事長から開会の挨拶があり、併せて、夏の学校の開催1ヵ月前に急逝された前畑京介元幹事長(享年61歳)の
ご冥福を祈って全員で黙祷を捧げた。今回の夏の学校は、開催地の志賀島が金印の発掘地であることにちなんで、「放射線の考
古学利用」をテーマとして、講義を企画した。名古屋大学の森島先生には、ミューオンを用いたピラミッド内部構造のイメージング
考古学に関する興味深いご講演を頂いた。東京大学の松崎先生には、タンデム加速器を用いた炭素14の質量分析による年代
測定について、基礎から応用まで詳細にお話し頂いた。橿原考古学研究所の河崎先生には、文化財保護の現場で放射線を用い
た分析手法が重要な役割を果たしていることを丁寧にご説明頂いた。また、SAGA-LSの廣沢先生には、放射光の産業利用や、X
線蛍光分析による古磁器の産地同定、杉の品種改良への応用まで幅広い話題をご講義を頂いた。また、今回は夏の学校の一
部として、共催学会である日本医学物理学会の公開市民講座が行われた。「医学物理学のすすめ」(筑波大・榮先生)、「物理工
学が実現するマルチイオン治療」(QST・田中先生)、「XRの医療放射線分野への活用」(九大・藤淵先生)の３つの講演が行われ、
いずれも医学物理に関する興味深い内容で、学生さん達が熱心に聞いていたのが印象的であった。学生のポスターによる研究
発表も行われ34件の発表がなされた。その結果、3件がポスター賞として表彰された。
　今回は、久しぶりのフル開催となったので、かつての様な懇親会が復活し、夕食後、二晩にわたって、大広間において盛大に飲
み会を行うことができた。懇親会の際には、研究室自己紹介やポスター賞の表彰式も行った。講師の先生、教員、企業参加者、
学生が入り乱れ、時には大広間に貼られたポスターの内容について議論するなどして、大いに親睦を深めることができた。

西暦2024年　8月　16日　〜　18日

現地&オンラインのハイブリッド開催(現地会場: 福岡市　休暇村志賀島)

　　74名（内応用物理会員 51　名）

応用物理学会放射線分科会
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	3.シリサイド夏の学校.pdf


	☆★☆JSAP_将来基金申請書・実施報告書_20240909(最終版).pdf
	実施報告書



	☆★☆JSAP_将来基金申請書・実施報告書_20240909(最終版).pdf



